
緑が丘の今後のまちづくりに関する
アンケート結果



• 実施目的：緑が丘地区内の生活に関するニーズやみらまち緑が丘・青山推進機構への期待の把握

• 調査対象：緑が丘地区内に居住している住民

• 回答期限：2025年2月28日

• 回収方法：所属ブロックのブロック長へ提出、各丁目会長は自治会館へ提出

• 回答者数：956人（回答率 30%）

調査概要
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◼ 丁目ごとの回答率 ◼ 回答方法
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回答者属性

• 性別は男性4割・女性約6割、年齢は70歳代以上が約6割であった

• 居住地は満遍なく回答が得られており、40年以上居住する人がおよそ6割を占める

◼ 性別 ◼ 年齢 ◼ 居住地 ◼ 居住年数
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同居家族の特性

• 1人住まいが約2割、夫婦などの2人住まいが約半数、3人以上が約4割を占める

• 家族の中に65歳以上の方がいる家族が全体の約7割を占める

◼ 同居家族の人数 ◼ 同居家族 ◼ 65歳以上の方の人数
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移動手段・携帯電話の保有状況

• 主な移動手段のうち、自動車（自分で運転）を選択した人が6割以上で最も多く、次いで徒歩を選択し
た人が5割以上と多い。バスや電車といった公共交通機関はそれぞれ2割～4割程度であった

• 携帯電話は、ほとんどの人が保有している結果となった

◼ 運転免許証の保有状況 ◼ 携帯電話の保有状況◼ 主な移動手段
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緑が丘のまちのイメージ

• 「街並み・雰囲気」「安全」「愛着」については半数以上が肯定的に捉えておりポイントも高くなってい
るが、 「スーパーや店の充実」 「交通の便利さ」「近所づきあい」はポイントが低くなる結果となった

• 特に、「交通の便利さ」において「悪い」「やや悪い」を選択していた人が4割以上を占める

◼ 私たちが暮らす「緑が丘」の全体イメージ
（回答割合）

◼ 私たちが暮らす「緑が丘」の全体イメージ
（ポイント）

※悪い（-2点）、やや悪い（-1点）、普通（0点）、やや良い（1点）、
良い（2点）として平均点を算出
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緑が丘の良い点（満足な点）

• 緑が丘の良い点として「閑静な住環境」を約7割が選択しており、その他「買い物に便利」「緑や花が
多い」の回答が多くなった

• H24調査時と比較すると、緑が丘の良い点の傾向としては同様であった

◼ 緑が丘の良い点、満足な点（2つ以内） （H24調査）
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（参考として過年度調査の類似設問を掲載）
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緑が丘の悪い点（不満な点）

• 悪い点としては「空き家、空き地の増加」「若者が少ない」 「福祉施設が不足」「通院に不便」等の回
答が多くなった

• H24調査時と比較すると「空き家、空き地の増加」という問題意識が高まっている

◼ 緑が丘の悪い点、不満な点（2つ以内）
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（H24調査）
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（参考として過年度調査の類似設問を掲載）



必要なサービス

• 魅力ある街にするために必要なサービスとして、約半数が「公共交通機関の充実」を選択している

• H26調査時と比較すると、「高齢者支援サービスの提供」は継続的な課題となっている

◼ 魅力ある街にするために、必要なサービスや取り組み
（3つ以内）
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（H26調査「必要と考えるサービス」）
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※1.新たに緑が丘地区に引っ越しを考えている方が試しに一定期間(数週間～数か月)住むことができる住宅

（参考として過年度調査の類似設問を掲載）



必要な施設

• 必要な施設としては「医療施設等」が最も多く、4割が選択している

• H26調査時と比較すると、高齢者向けの住宅・施設の整備は継続的な課題となっている

◼ 魅力ある街にするために、必要な施設（2つ以内）
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（H26調査「必要と考える住宅形態」）
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※2.子どもから高齢者までが相談や生涯学習も含め交流できる施設
※3.ライフスタイルに合わせた住まいの選択肢として地域内で住み替えができる住宅（子育て世代、高齢者共に）
※4.歩いて行ける身近で小さなコミュニティ拠点（多世代交流施設などで提供されるサービスも一部利用可）

（参考として過年度調査の類似設問を掲載）



高齢になった際に必要なサービス・施設

• 高齢になった際に必要なサービスとして、約半数が「移動のための支援サービス」と回答している
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◼ 高齢になった際に必要なサービス、施設（2つ以内）
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（H24調査「不足しているサービス」）
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（参考として過年度調査の類似設問を掲載）



178

27%

356

53%

114

17%

18
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期待できる やや期待できる

あまり期待できない 期待できない

n=666
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64%

339
36%

知っている 知らない

n=932

青山7丁目交流施設

• 約6割が青山7丁目交流施設を知っており、広く認知されていることがわかった

• 青山7丁目での取り組みに対して期待感を持っている人が約8割を占め、期待できる取り組みとして
「カフェ等飲食店」「総合的な相談窓口」「行政ステーション」への回答が多かった

◼ 青山7丁目交流施設に
ついて知っているか

◼ 青山7丁目交流施設への期待感 ◼ 期待できる取り組み（2つ以内）
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※前問で「知っている」を選択した方及び、
広報誌にて施設概要を確認した方のみ回答

※前問で「期待できる」「やや期待できる」を選択
した方のみ回答

50%

43%

32%

17%

13%

13%

7%

6%

3%

3%

0% 20% 40% 60%

総合的な相談窓口

カフェ等飲食店

行政ステーション

コワーキングスペース

子育て支援

子どもの遊び場

放課後等デイサービス
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みらまち機構への期待感

• みらまち機構が団地再生に向けて取り組むことに対して「期待している」「やや期待している」と
回答した人が約8割を占める

◼ みらまち機構への期待感
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今後の居住意向

• 今後も住み続けたいという希望を持つ人が8割以上いる一方で、住み続けることができると考えて
いる人も約8割となっている

◼ 今後も緑が丘に住み続けたいか／今後も緑が丘に住み続けることができるか
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望ましい情報発信方法

• 「広報誌やチラシ」による情報発信が望ましいという回答が最も多く、約8割が選択している。

• 次いで、「ホームページ」「SNS（X,Instagram,LINE等）」への回答が多くなっている

◼ 望ましい情報発信方法
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その他 n=929



自由意見（自由記述欄の要約）

1. 交通・インフラ整備

• バスの本数が少なく、もっと増やしてほしい。特に朝夕の通勤・通学時間帯は本数を増やしてほしい。  

• 歩道が狭く、車椅子が通りにくい。歩道の拡張やバリアフリー化を進めてほしい。  

• 渋滞が多く、車での移動が不便である。改善を進めてほしい。  

2. 商業施設・飲食店

• 日用品を買うのに遠くまで行かないといけない。近くにスーパーが増えてほしい。  

• 駅前にショッピングモールができると、もっと便利になると思う。  

• 商店街が衰退しているので、活性化させる取り組みをしてほしい。新しいお店が増えると良い。  

• 若者向けのお店が少ない。カフェなどがもっとあると楽しめる。 

• 全国チェーンの飲食店やファミレスが少ない。

3. 医療・福祉

• 夜間診療を行う医療機関を増やしてほしい。  

• 高齢者向けの病院や介護施設が不足している。訪問介護を充実させてほしい。  
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自由意見（自由記述欄の要約）

4. 教育・子育て環境

• 小児科や保育施設、子育て支援が不足している。もっと施設・サービスを増やしてほしい。  

• 安全に遊べる公園、遊具が充実した公園を整備してほしい。  

5. 人のつながり

• 多世代が交流できる場所を増やしてほしい。  

• 若い世代が増え、子育てしやすい街になることで、地域の活気が増すと思う。  

• 地域の祭りやイベントをもっと増やして、街全体が盛り上がるようにしてほしい。

6. 環境・防犯

• ゴミの分別を徹底、ゴミステーションを改良・増設してほしい。

• 防犯カメラや街灯を増やしてほしい。

7. 自治会

• 高齢者や共働き世帯では自治会が負担となっている。自治会活動の簡素化が必要である。

• 自治会の在り方・役割を見直すべき。
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まとめ

【良い点】

• 街並みや雰囲気が良い、安全である等、閑静な住環境

• 買い物に便利であり、緑や花が多く自然が身近である

【問題点・課題】
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空き家・空き地の増加
• 空き家の活用・売却促進

• 商店街の活性化・再生

公共交通機関の不足

高齢者の増加

• 地域内を走るバスの増便

• 高齢者の移動の足の確保

• 高齢医者向けの医療施設・介護施設の整備

• 訪問介護サービスの充実

子育て支援の不足
• 小児科や保育施設の整備

• 子育て支援サービスの充実
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